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内 容 硬 概

東京電力株式会社高輪変電所が都内幹線用中間変電所として新設され,その変電設備一式がこのほど

完成された｡そのうち二次側開閉装置としての23kVキユーピクルほ遮断容量1,000MVAの空気遮断

器を装備し,徹底した相分離,特殊吸音材を使用した防音構造,特殊断路器,インターー一戸ツク装置など

新機軸の各種考案が盛り込まれたものである｡本稿ではその内容と構造について述べる｡

用2 台, 用1台,所変用1台,母線 路用1台,P.T.

1.緒 言

大都市の市内幹線用中間変電所ほ,その影響するとこ

ろ重大なため,､j一刻も電力の供給を断つことを許されな

い｡したがってその設備機器は十分に吟味された信煩度

の高いものが採用される｡日立製作所では,最近東京電

力株式会社高輪変電所に主変圧器をほじめ配電盤など一

式を納入したが,そのうち二次側開閉装置は市内中間変

電所用特高キユーピクルとして代

で,その内窄を紹介する｡

的なものであるの

2.高輸変電所二次側開閉装置の概要

高輪変電所ほ45,000kVA2バンク,一次66kV,二次

22kVで,その単線結線図を葬l図に示す｡二次側開閉

装置は舞1図中細線で囲む各セクションを総数22台の

キユーピクルにまとめたものである｡すなわち主変二次

用1台,鯨電線用16台よりなっており,各キエーピクル

の概略内部構造ほ第2図にその全景を第3図に示す｡本

キユーピクルほNEMA規格のステーションタイプに合

格し,閉鎖型開閉装置としてほ最高級の性能をもつもの

である｡地価の高い都内変電所のため特に小型に設計さ

れ,全装備のまま運搬,据付ができる｡内蔵器具ほ

竜1,000MVAの空 気

断容

断器を使用し,計器用変圧器は

不燃性抽入窒素封入塾とし防火に備えている｡キユーピ

クルの絶縁強度は,相聞隔壁による徹底した相分離方式

により強化され,運転操作についてほ誤操作防止用のイ

ンターロック装置が完備されている｡なお特殊吸音材を

使川する防首構造によって遮断器開閉時の騒音を防ぎ,

保守点検についてほ安全と容易とを旨とした考慮が払わ

れ, 斯器を簡単に引山せるようになっているこ このほ

か負荷側断路器はケーブルの接続点検が便利なように3
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第1図 高輪変電所23kVキユーピクル単線接続図
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祭 電 線 用

No.4～No.11

No.15～No.22

主変二次用
No.1,No.2

母線連絡およぴ

P.T.用 No.2

P. T. 用

No.13

第2図 キユーピクルユニットの構造図

趨向時操作以外に任意相の単極操作も可

能とするなど,各種の新機軸が盛り込ま

れたものである｡外観ほ 電所建屋と融

和して美観を添えるよう,色彩調節を考

慮した高級塗装が施されている｡

3.構 造

最も代表的な餞電線川キユーピクルの

細構造ほ舞4図に示すとおりであつ

て,弟5図ほその写真である｡

設計上特に考慮が払われた点ほ

3.1内蔵器具の隔離

第4図に示すように母線, 断器,り

線側断路器および負荷側断終結など主要

部はすべて接地金属隔壁で完全に区画分

離され,おのおの厳

3.2 相聞の分離

に保護されている｡

母線をはじめ各器共の相聞は接地金属

隔壁によって徹底的に分離され,十分に

絶縁の強化が図られている｡これらの相

聞隔壁は,保守点検時容易に着脱できる

よう特別に考案されたものである(特許

出願中)｡

3.3 扉のインターロック

断組側扉は 断路轟

もに閉路状態のとき,すなわち 断器室

内が完全に無電圧の状態でのみ開き得る

ようにインターロックが施されている

許Hl願中)｡一方断路君側扉は行南国

有の鍵により施錠され,適応した鍵によ

ってのみ開くことができるようになって

いる｡なお

所変局変用

No.3 No.14

211

第3図

断据側行扉および断路船側各扉に共通なマ

スターキーも用意されている｡

3.4 轢器間のインターロック

誤操作の防止についてほ細心の注意及払い,キュービ

クル内の空 気 断結および断路器の開閉操作は,いかな

11

高輪変電所23kVキユーピクルの全景

第41gl餞電線用キユーピクル構造図

る場合も誤操作のないように厳 なインタードッグが施

されている｡インターロック関係の詳細ほ第d図に示す

とおりである｡

3.5 防
土
日

断器開閉時の駄 音を防ぐため防音構造とし,排
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気ガスほ消音室に導かれ,その断面

積変化の消音効果を利用するように

なっている.二.なお消酋宅よりの排気

は消音ダクトを経てその勢力を弱め

られ函外へ排出される｡消盲室の内

壁および遮断器扉の内面には,程々

研究の結果吸音効果大で耐久性にも

すぐれ,加工取り付けも容易な合成

樹脂系の特殊吸音材を~取り付けた｡

3.d 函内照明

保守点検時の使を囲って函内令セ

クションにおのおの照明灯が装置さ

れ,扉の開閉に伴い自動的に点滅す

る構造となっている｡

4.空気 断器

主変二次用,餞電線用などの

および 断性能などにより空 気

第40巻 第2号
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第6囲

断箸別こは火防｣二の見地

断器が採用された｡キ

エーピクルlペに収納した状況を第7図にその構造 .-･､:

(1)(2)を第8区=こ示す.｡空気溜は架台の主要部を形成しそ

の上に三和の遮断郡および断路部が取り付けられ,前面

にほ電磁弁,制御回路川70ラグ,圧力計など操作に必要

ないつさいの器具が坂り付けられている｡本 断器は冶

工具の徹底Lた使用により全部品が互換性を有し,郡品

交換によって動作および性能の変化がない｡操作用の圧

縮空気ほ10HP二段圧縮機により 25kg/cm2に日~三桁さ

れ脱水した後15kg/cm2に膨脹減圧して供給される｡

第5同 債電線用キユーピクル
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本 断器の仕様は

断容

全

式

格
l≡1.

勾〕.

断時間

操作気圧

空気澗容最

'卜記のとおりである｡

PBR-100-PA

23kV l,500Aおよび800A

l,000MVA

O.048秒

15kg/cm2

CO 2担l(ほかよりの空気補供なし

にて)

5.断 路 器

キューピクル内に取り付けられる断路器ほ組数61台

であるが,内23台は 動操作,ほかほ手動操作である｡

手動操作のうち,負荷側用の32台ほ3極操作のほか任

意の単極操作も可能な構造となっている｡

これら断路器の全般について特に考慮したことは下記

の点である｡

(1)碍 子

碍子ほ(汚),(湿)の場合でも絶線上友障ないように

多ひだ型を採用している｡断路器の.取り付けられる函に

寸法上の制約があるので,特に裏面接続型に使用する碍

管については,絶縁上からその人さと長さの関係につい

て種々試験した結果,函寸法を考慮して最も 済的な寸

法を決定して製作した｡当時新JEM型碍-~予として多ひ

この高輪変電所絹として

製作された碍予の､｣~法が新JEM案決定に大いに役だっ

ものとなった｡

(2)接 触 削

接触部はすべて他力接触型になっているり またブレー

ドのヒンジは接触部と別になっているLつ

(3)絶縁傑作ロ､ソド

ー般に使用される絶縁木材,フェノールレジン系の絶

練物を使用せず,粕に碍管とし女持悍-｢と川

型を使用した｡

5.】電動操作式断路器

に多ひだ

電動操作器は函内スペースのために小型軽量にまとめ

る必要があり,またもともと断路器における開聞速度ほ

あまりに問題とされないので,開閉 度を遅くすること

によって小型化の目的に沿うようにしてある｡すなわち

電動機は底流 兢HP を位川L,開聞時間ほ約4秒であ

る.｡

断器とは電気的インターロックのほか手動操作を行

う場合でもキーにより 断器閉路申ほ手動操作ハンドル

が差込みできないようになっており,またこの断路綜操

作中ほ 断器の操作ができないように鎖錠されている.｡

第9図に電動撹作器の外観を示す｡

5.2 単極切換手動操作断定各器

この斬路器ほ赤,黒,l_.-1相の任意の1相だけを投入す

第9図 電 動 操 作 器

第10図 23kV600A単極切換下動操作断路器
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単極切換一千勅撰作断路器の説明図

る場合,あるいは3相全部を同時投入する場合と,合計

4種類の操作を,あらかじめ切換えハンドルによって希

する種 に切換えて操作すれば,その希望する投入が

できるようにしたものである(特許出願中)｡切換えの主

なH的は,ケーブルの接続,点検に便利なためである｡

第】0図ほその外観.弟11図ほその操作説明図であ

る｡第1】図によって操作の大略を説明すると,図は閉路

状態をホすもので,このように閉路状態でほ切換えスピ

ンドルのシャッターほインターロック金其によって開く

ことができず,したがって切換えほできないから,切換え
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をする場合にほ,まず全部を閉路することが必要である｡

全部開路Lた状態で,たとえば赤相だけを投入する場

合は,まずキーによって切換えスピンドルのシャッター

を開いてハンドルを 込み,前面扉にある窓に赤相の表

示がでるまでノ､こ/ドルを回せば,切換えが完了する｡次

に切換えに使ったキーで操作スピンハンドルのシャッタ

ーを開き,同様に切換えに使ったハンドルで投入操作を

行えば赤相だけが投入される｡

相切換えほ4種類の操作であるから,奇相ごとに設け

られたカム溝の型の違う円板か 0,90,180,270度とそ

の位置を変えることによって,操作レバーと固定子との

連繋を付けたり,切ったりして行われるのである｡単相

授作の場合,投入に関係のないほかの相の操作レバーは

閉路位置に確実に保持されるようになっており,相切換

えにほ1相でも投入されている状態でほこれが不可能で

あり,また完全に開路位置に操作レバーがもどされなけ

れば切換えはできない構造となっている｡

この断路舘も各関係機器と厳重にインターロックされ

ていることは前記電動操作式のものと同様である｡

る.計器用変圧器および変流器

(1)計器用変圧器ほ不燃性抽入りとし,窒

密閉構造である｡キユーピクル内に取り付けた状況を

弟12図に示す｡主要な仕様は下記のとおりであるで-

型式 ELVJ-MCC

22,000

ヽ:i

/し一人-′

110 /1101

ヽ

200VA

(2)変流器はキユーピクル内の紹具配置を合預的に

するためプッシング型のものを採用し,前記第4図に

示すようi･こ断路器のブッシソグに取り付けた｡その仕

様ば~F記のとおりである｡

型式 UB-R

23kV

23kV

1,500/5A 40VA

600/5A 40VA

Vol.40 立

◎最近の製鋼用クレーン

◎タタ製鉄所納クレーン用電気設備

◎SC-EP型フライアッシュ生産装置について

◎東電千葉火力発電所フライアッシュ採取装置

◎車輌用水銀整流器の諸問題

◎札幌テレビ堵観光エレベータ

◎印刷配線用基板の特性
◎円板型機械炉波器

◎ワイヤスプリングリレーの実用化

発取 行次 所店 日 立 評

第40巻 第2号

第12図 計器用変圧器用キユーピクル

誤差階級 1.0級

過電流強度 40倍

7.結 言

今後郡市電力系統の増大複雑化に伴い,重要な責務を

になう中間変電所がますます多く設置されるものと考え

られる｡)高輪変 所は最も新しい構想のもとに種々の新

機軸の設計を織り込み細心の臼三意を払って製作されたも

のであるので,十分その重責を果すものと期待している｡

終りに.絶えず御指 をいただいた東京電力株

係老各一山こ深く感謝する次第である｡

会社関
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